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ジョイントの威力に魅入られたテスト参加
LONGIN 第二弾ルアーとして世に送り出されたルアー「プレック

ス」。このプレックスというルアーは、私にとって思い入れのあるル
アーの１つでもあります。

それは何故か……!?　私がルアーメーカー LONGIN にお世話にな
り、初めてテストに参加させてもらったルアーなんです！

先ず最初にプレックスを手にした時の第一印象は……85㎜という
サイズで３連ジョイント、そして発売予定はバチシーズン。バチ用ル
アーか !?　事前に知らされていた情報からそう考えました。

先ずキャストし泳ぎを確認したところ、スイムアクション・スイム
姿勢・フォール姿勢、どれをとっても間違いなく釣れる！ そう確信

秋のナイトゲームを変える
ローテーションの切り札！

Text by 山内勝己

バチ抜けだけじゃない！
秋のシーズンにも活躍する

プレックスの使い方
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できるものでした。同時に、これが伊藤ブランドのルアーか！ と感
動したのを今でも覚えています。

ですが……いま一つこのプレックスというルアーのコンセプトが見
えない。これも第一印象の１つでもありました。

でも、使い込んですぐに気がつきました。ルアーのコンセプトが見
えないのではなく、私が見ることが出来なかったんだと……。ここか
ら急ピッチで実釣も含めテストは進んで行く事となります。

目指したのは新カテゴリーの確立
このプレックスに LONGIN と

私が求めたものは何か。それは、
ルアーローテーションの中の一
角に、新しいカテゴリーとして
入る事の出来るルアーでした。

それを前提に、最終テストは
秋のハイシーズンの、あえてプ
レッシャーの高い河川のポイン
トで先行者の方が叩いた後など
タフコンディションな場所で行
いました。流れとレンジを攻略
しなければバイトの得られない
シチュエーションを選びながら
も、70 アップ２本を含む二桁の
釣果を叩きだし、見事期待に応
えてくれました！

そうして生まれたのが、85㎜というサイズの３連ジョイントで、
様々なシチュエーションでしっかりとレンジを探れるルアー。それ
が、シンキングリップレスジョイントミノー「プレックス」です！
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かつてないバランスに仕上がった３連ジョイント
ここで、プレックスが今までの３連ジョイントとどう違うのか !?

というのを解説します。
①従来のこのサイズの３連ジョイントルアーより、１サイズ上の
フックを背負える！
②10グラムというウエイトと計算されたボディー形状と飛行姿勢
から生まれる、３連ジョイントの常識を打ち破るかのような飛距離！
③流れを掴み感じ易く、探れるレンジの幅が広い。
これらを武器に１年間を通してタックルボックスの中に、１軍ル

アーとして入れて頂きたい！　そんな思いのこもったルアーです。

「ジョイント＝バチ」だけではない！
私の場合、どんなシチュエーションでプレックスを使うか !? これ

を幾つかご紹介させて頂きたいと思います。
①バチシーズン・パターンの場合

セオリーとしては表層・水面直下を探る！これがメインとなる釣り
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となる事が多いと思います。
プレックスはこの様なシチュ

エーションでは、レンジが入って
しまい反応を得るのは難しいと思
います。バチパターンで表層を探
れるルアーはたくさんあると思う
ので、表層パターンで反応が得ら
れない場合や反応が鈍くなってき
た時のフォロールアーとして使用
します。

そして、このパターンでは抜群に強かったのですが底バチパターン
の場合や、バチシーズン後半で様々なベイトが混在をしているシチュ
エーションでのシーバスを狙う場合は特に有効です！

これらは、プレックスの「レンジの融通性」と「トリッキーアクショ
ン」が武器となります。
②アミ・稚魚などマイクロベイトパターンの場合

このようなシチュエーションでは、ルアーサイズをマッチザベイト
にすることは、まず不可能です。

その場合何が重要になるかというと、
「レンジ」「コース」「スピード」この３つ
にプラスαでルアーのアクションとなり
ます。セオリーとしては、小型のミノー系・
バイブでのリアクション・シンペンこれら
のルアーがメインとなると思います。

ですが、これらでもなかなか反応の得ら
れないときも多いと思います。そんなと
きは、プレックスの「トリッキーアクショ
ン」プラス「レンジの融通性」を活かし探
ると反応を得られる事が多いです。



7

③ローテーションの新たなパターンの一つとして使用
これは、先に書かせて頂いた①・②のまとめにもなってしまいます

が、普段の釣行の際、ルアーローテーションをしながら探る事が基本
となります。

その中で、プレックスは全ての種類のルアーのフォローとして投入
する場面が多いです。「ミノー系」「シンペン」「バイブレーション」
大きく分けるとこれらの種類のルアーのローテーションが従来の攻め
方だったのですが、そこに新たに「ジョイントルアー」というカテゴ
リーを足して、ルアーローテーションの一角として使用することで、
今までにない釣果をプラスすることが出来るようになりました。

これもプレックスの「レンジの融通性」が可能にしてくれています。
このように、私にとってプレックスとは、「ベストクローザー！」こ
のような位置づけとなるルアーです。
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山内勝己（やまうち・かつみ）
fimoアドバンスとして日々活動する山内氏は、千葉県の河川や干
潟をメインフィールドとし、時期や時間を問わず安定的な釣果を
上げている凄腕のシーバスアングラー。LONGINとは、第一弾ル
アーKICKBEATモニターとして参加後、PLEXのテストにおいて
高い功績を残し、正式にフィールドテスターとして契約。

山内流プレックスの使い方

最後に、プレックスの使い方ですが、
ジョイントルアーだからといって難しく
考える事は無く……基本は投げて巻くだ
けです！（笑）

しいて言えば、河川など流れのあるエリ
アの場合、ミノーのように流れに乗せてド
リフトさせたり、流れに対してアップで攻
める時は流れより早くリトリーブさせてあげるのがキモでしょう。

ミノーのように流れを使った釣りもＯＫ！　シンペンのようにロッ
ド角度で調整してレンジ刻んでもＯＫ！　そして、ここぞ！という場
所で（例えばブレイクの上や流れの変化で）フォールさせるのも有効
です！　他にも、ブレイクで一度ボトムをとってから、カケアガリ沿
いに速巻きでのリアクションで食わせるのも有効なメソッドです。

ここまでプレックスの幾つかの使い方の例を書かせて頂きました
が、私自身も正直プレックスのポテンシャルを全ては引き出せていな
いと思います。

きっとまだまだ有効なメソッドは沢山あり、無限の可能性を秘めた
ルアー。そんな未知の魅力をもつのがプレックスなんだと思います！

そういった意味でも、きっとユーザーの皆様に楽しんで頂けるル
アーだと思いますので、是非、一年を通してプレックスで遊んで頂け
たらと思っております。
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